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鳥
居
会
長
年
頭
ご
挨
拶 

        

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
と
も
ど
も
良
い
お
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
、
大
変
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

原
油
価
格
を
は
じ
め
生
活
必
需
品
の

値
上
が
り
や
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
な

ど
に
伴
う
世
界
経
済
の
減
速
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
か

う
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
Ｏ
Ｂ
会
は
、
六
三
〇
名
余

の
会
員
に
増
え
、
ま
す
ま
す
会
員
相
互

の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
さ
れ
、

喜
ば
し
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
年
四
月
に
は
、
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
再
編

に
伴
い
、
三
菱
樹
脂
は
、
三
菱
化
学
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
、
三
菱
化
学
産

資
、
三
菱
化
学
Ｍ
Ｋ
Ｖ
を
統
合
し
た
新

三
菱
樹
脂
に
な
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
七
月
、
謡
曲
の
友
人
の
紹
介
で
、

三
菱
化
学
Ｏ
Ｂ
会
の
芝
田
会
長
に
お
目 

に
か
か
り
、
三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動

状
況
を
説
明
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

活
発
な
活
動
に
賞
賛
を
受
け
ま
し
た
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
は
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
活

動
で
す
の
で
、
新
三
菱
樹
脂
に
な
り
ま

し
て
も
、
し
ば
ら
く
は
今
ま
で
ど
お
り

運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
今
年
も
五
月
二
十
三
日
（
金
）
長
浜

工
場
で
の
総
会
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
、

歩
こ
う
会
、
作
品
展
、
懇
親
会
な
ど
活

発
に
活
動
で
き
る
よ
う
運
営
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。 

   

大
阪
支
部
定
期
総
会 

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
木
） 

 
 

新
阪
急
ホ
テ
ル
「
オ
リ
ン
ピ
ア
」 

参
加
者
二
十
二
名 

雨
森
作
仁
、
宇
塚

正
、
岡
本
益
弘
、
奥
田
公
具
、
押
切
繁
、

加
藤
龍
雄
、
熊
倉
寛
、
小
森
喜
成
、
内

藤
次
生
、
西
本
郁
夫
、
能
瀬
庄
一
、
平

井
穣
、
福
井
久
、
松
本
弘
、
单
博
子
、

宮
本
二
四
彦
、
山
口
滋
、
山
本
功
、
吉

田
康
子
、（
ゲ
ス
ト
）
小
篠
支
社
長
、
近

藤
総
務
部
長
、
神
代
真
美
子 

山
口
支
部
長
よ
り
開
会
挨
拶
、
行 

            

  事
・
会
計
報
告
お
よ
び
欠
席
者
の
近 

況
コ
メ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
た
。 

雨
森
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
。
宮
本
さ

ん
の
近
況
報
告
、
次
い
で
小
篠
支
社
長

よ
り
グ
ル
ー
プ
再
編
に
関
す
る
説
明
等

会
社
の
近
況
を
伺
っ
た
。 

時
の
過
ぎ
行
く
ま
ま
に
賑
や
か
な
宴

が
続
く
こ
と
三
時
間
。
再
会
を
約
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
二
次
会
へ
と
散
っ
て
い
っ
た
。 

（
文
責
は
、
以
降
す
べ
て
宮
下
和
久
） 

名
古
屋
支
部
懇
親
会 

平
成
十
九
年
十
一
月
十
日
（
土
） 

東
天
紅 

参
加
者
十
二
名 

赤
江
孝
之
、
池
田
浩

司
、
伊
藤
壽
、
杉
原
謹
吾
、
竹
内
薫
範
、

中
島
次
郎
、
野
村
宗
男
、
速
水
幹
男
、

松
浦
文
雄
、
円
山
晋
薫
、
宮
内
勉
、 

               井
上
薫
中
部
支
社
長
（
ゲ
ス
ト
） 

伊
藤
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
。
井
上

支
社
長
か
ら
、
新
た
な
再
編
発
展
へ
向

か
う
三
菱
樹
脂
の
近
況
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
懇
談
。
一
人
ず
つ
最
近
の

話
題
や
活
躍
ぶ
り
を
織
り
交
ぜ
て
の
近

況
報
告
。 

能
弁
の
人
は
賑
々
し
く
し
ゃ
べ
り
、

そ
れ
に
つ
ら
れ
て
訥
弁
の
人
も
よ
く
話

し
ま
す
。
次
の
行
事
に
は
、
今
回
体
調

が
悪
か
っ
た
り
で
欠
席
の
人
も
参
加
で

き
る
よ
う
願
い
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。 

 

 九
州
支
部
秋
季
懇
親
会 

平
成
十
九
年
九
月
十
七
、
十
八
日 

参
加
者
二
十
名 

岩
野
利
生
、
川
野
秀

正
、
川
山
功
治
、
佐
古
田
英
男
、
下
山

修
一
、
原
田
幸
裕
、
和
藤
隆
英
、
石
原

支
社
長
、
ゴ
ル
フ
：
相
馬
義
一
、
桑
村

卓
正
、
菊
浪
義
信
、
入
江
勝
彦
、
甲
斐

國
紘
、
安
部
敏
朗
、
柴
田
弘
視
、
柴
田

壽
一
、
観
光
： 

上
野
禮
一
、
井
上
雅
史
、

久
富
良
司
、
田
中
一
英 

九
月
十
七
日
、
佐
賀
県
川
上
峡
温
泉

「
龍
登
園
」
で
、
九
州
支
部
秋
季
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
に
先
立
ち
、
石
原
九
州
支
社

長
か
ら
、
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
経
営
状
況
、
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
、
詳
細
な
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

川
野
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
は
じ
ま

っ
た
宴
会
は
、
若
か
り
し
日
に
戻
り
、 

近
況
報
告
や
健
康
話
で
盛
り
上
が
り
、

三
時
間
近
く
続
き
ま
し
た
。 

翌
日
十
八
日
は
、
朝
食
後
、
解
散
と 

な
り
、
ゴ
ル
フ
組
に
八
名
、
観
光
組
に

四
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

ゴ
ル
フ
組
は
、
炎
天
下
の
中
、
水
分

を
補
給
し
な
が
ら
の
ゴ
ル
フ
で
し
た
が
、

優
勝
は
桑
村
さ
ん
、
準
優
勝
は
柴
田

（
弘
）
さ
ん
で
、
ベ
ス
グ
ロ
は
、
八
五

の
安
部
さ
ん
で
し
た
。
観
光
組
は
、
「
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
」
、
「
佐
賀
城
歴
史
資

料
館
」
に
向
か
い
、
と
く
に
、
佐
賀
城

で
は
、
幕
末
の
佐
賀
藩
の
活
躍
を
再
認

識
す
る
充
実
し
た
見
学
で
し
た
。 

 
 

              

 

支
部
総
会
・
懇
親
会 

お
元
気
で
す
か 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
七
号 
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平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日
（
金
） 

場
所 

長
浜
工
場 

 

詳
細
は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。 

本
部
第
五
十
五
回
歩
こ
う
会 

 
 
 

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー 

 
 
 

平
成
十
九
年
九
月
八
日
（
土
） 

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ほ
か 

参
加
者
三
十
名 

市
村
義
雄
、
伊
藤
敬

輔
、
石
川
晃
司
、
石
塚
和
男
、
大
庭
忠

利
、
加
藤
進
、
鹿
島
静
哉
、
風
間
元
臣
、

木
沢
英
雄
、
木
原
仁
博
、
坂
本
堅
一
、

佐
藤
勇
、
塩
澤
敏
行
、
塩
澤
知
恵
子
、

谷
口
勝
利
、
鳥
居
正
義
、
豊
田
安
鴻
、

中
川
実
信
、
野
中
矩
仁
、
原
田
浩
次
、

橋
田
理
、
平
松
久
、
藤
原
志
朗
、
松
林

義
明
、
松
内
俊
夫
、
宮
下
和
久
、
山
本 

猛
、
山
谷
彰
浩
、
石
橋
正
康
、
柘
植
茂 

 

新
線
つ
く
ば
駅
に
十
一
時
四
十
五
分

に
集
合
。
今
回
は
多
く
の
研
究
機
関
を

巡
る
「
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
バ
ス
」
を

利
用
し
て
、
人
気
の
三
箇
所
の
研
究
機

関
を
選
ん
で
の
見
学
で
あ
る
。 

 

最
初
は
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。

ビ
デ
オ
で
概
要
紹
介
、
バ
ス
で
展
示
室
、

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
試
験
棟
、
ロ
ケ
ッ

ト
音
響
体
験
の
コ
ー
ス
を
ま
わ
る
。 

 

見
学
後
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
前
の
実
物

大
の
ロ
ケ
ッ
ト
模
型
の
前
で
記
念
写
真
。 

 

次
は
産
業
技
術
総
合
研
究
所
展
示
館 

（
産
総
研
）
ま
で
歩
く
。
産
総
研
は
最 

先
端
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
お
り
、 

研
究
開
発
に
関
す
る
情
報
端
末
や
体
験 

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
内
容
は
進
化
す
る 

                 

各
種
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
、
卖
結
晶

成
長
装
置
で
の
ル
ビ
ー
の
生
成
実
演
、

内
視
鏡
下
鼻
内
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

装
置
等
で
大
変
興
味
深
か
っ
た
。 

 

続
い
て
、
隣
接
す
る
地
質
標
本
館
に

入
る
。
最
新
の
地
球
科
学
情
報
と
と
も

に
日
本
の
地
質
、
海
洋
地
質
、
地
震
活

断
層
な
ど
を
テ
ー
マ
ご
と
に
見
る
。 

 

見
学
終
了
後
、
つ
く
ば
駅
前
で
の
懇

親
会
で
頭
と
足
の
疲
れ
を
癒
し
、
十
九

時
前
に
本
日
の
予
定
を
無
事
終
了
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
浜
支
部
第
十
五
回
歩
こ
う
会 

 
 
 
 

 

宿
場
町
石
部
と
湖
单
三
山
を
巡
る 

 
 
 

 

平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日
（
月
） 

宿
場
町
石
部
と
湖
单
三
山 

参
加
者
二
十
五
名 

足
立
英
治
、
石
路

正
一
、
磯
田
智
、
岩
根
信
次
、
大
西
義 

夫
、
大
村
元
孝
、
外
海
金
太
郎
、
梶
道 

信
、
金
澤
淳
三 

北
村
忠
衛
、
北
村
柾

美
、
木
下
勝
康
、
小
林
一
好
、
小
林
守
、

富
岡
秀
雄
、
中
嶋
清
、
西
沢
芳
朗
、
西

島
藤
夫
、
野
呂
忠
章
、
橋
本
健
、
広
瀬

洋
造
、
武
藤
實
、
森
川
栄
壽
、
安
野
孝

美
、
世
森
幹
治 

 

草
津
線
石
部
駅
に
九
時
十
五
分
集
合
。 

 

石
部
宿
は
、
全
盛
期
は
二
百
十
六
軒

の
商
家
、
六
十
二
軒
の
旅
籠
が
な
ら
び
、

大
い
に
栄
え
た
宿
場
町
で
あ
っ
た
。 

 

最
初
に
厄
除
け
、
安
産
、
交
通
安
全

の
守
護
神
「
吉
御
子
（
よ
し
み
こ
）
神

社
」
を
尋
ね
る
。
こ
の
神
社
は
、
崇
徳

天
皇
時
代
の
創
建
と
言
わ
れ
、
本
殿
は
、

江
戸
末
期
、
京
都
の
上
加
茂
神
社
の
旧

本
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、
湖
单
三
山
の
一
つ
、
国
宝

「
常
楽
寺
」
に
到
着
。
奈
良
時
代
中
期

に
、
良
弁
僧
正
が
元
明
天
皇
勅
命
に
よ

り
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本

堂
と
三
重
塔
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
と

も
に
室
町
時
代
の
初
期
に
再
建
さ
れ
た

も
の
。
正
午
近
く
に
な
り
、
足
早
に
次 

の
目
的
地
「
じ
ゅ
ら
く
の
里
」
へ
。
こ

こ
で
自
由
に
お
弁
当
時
間
。 

 

食
事
後
、
数
分
で
湖
单
三
山
の
二
つ 

目
、
国
宝
「
長
寿
寺
」、
白
山
神
社
に
到 

着
。
こ
の
寺
院
の
名
物
案
内
人
、
住
職 

の
奥
方
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
名
調
子 

               
の
説
明
、
法
話
を
受
け
た
。 

 

長
寿
寺
は
常
楽
寺
の
西
寺
に
対
し
て
、

東
寺
と
呼
ば
れ
、
奈
良
時
代
後
期
、
聖

武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
良
弁
僧
正
が
創 

建
し
た
。
国
宝
の
本
堂
は
鎌
倉
時
代
初

期
の
も
の
。 

 

こ
の
後
、
道
路
に
飾
ら
れ
た
珍
し
い

「
勧
請
縄
吊
り
」
と
称
す
る
集
落
の
結

界
に
、
五
穀
豊
穣
、
疫
気
祓
い
な
ど
を

願
う
、
し
め
縄
を
見
る
。 

 

さ
ら
に
、
昔
な
が
ら
の
歴
史
あ
る
石

の
鳥
居
と
石
の
太
鼓
橋
の
あ
る
「
上
葦

穂
（
か
み
か
し
ほ
）
神
社
」、
最
初
に
訪

れ
た
「
吉
御
子
神
社
」
と
対
の
関
係
に

あ
る
「
吉
姫
神
社
」
を
参
拝
。 

 

最
後
に
、
駅
近
く
で
有
志
に
よ
る
懇

親
、
反
省
会
で
の
ど
を
潤
お
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
支
部
第
二
十
七
回
樹
楽
会 

 
 

鞍
馬
山
・
鞍
馬
寺 

 
 
 
 
 
 

 

平
成
十
九
年
十
月
五
日
（
金
） 

鞍
馬
山
・
鞍
馬
寺 

参
加
者
十
四
名 

内
藤
次
生
、
山
口
陸

雄
、
熊
倉
寛
、
平
井
穣
、
单
博
子
、
松

本
夫
人
、
鈴
木
睦
子
、
押
切
繁
、
奥
田

公
具
、
岡
本
益
弘
、
古
川
千
佳
子
、
松

本
弘
、
吉
田
康
子
、
福
井
久 

 

鞍
馬
越
え
は
五
年
前
、
Ｍ
翁
以
下
六

名
が
貴
船
か
ら
鞍
馬
駅
ま
で
歩
い
た
と

の
こ
と
。
今
回
は
逆
の
道
を
辿
る
。 

 

 

叡
山
電
鉄
「
鞍
馬
」
か
ら
程
な
く
鞍

馬
寺
山
門
（
仁
王
門
）、
こ
こ
で
記
念
撮

影
。
本
堂
・
多
宝
塔
ま
で
は
九
十
九
折 

と
い
う
参
道
を
歩
く
の
が
常
道
な
の
だ

が
、
わ
れ
わ
れ
の
足
は
極
々
自
然
に
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
に
向
か
う
。 

本
堂
に
参
拝
、
し
ば
し
散
策
。
パ
ワ
ー 

ス
ポ
ッ
ト
、
与
謝
野
晶
子
の
庵
（
東
京 

 

か
ら
移
設
）
等
を
見
学
後
、
山
中
へ
。 

 

「
鞍
馬
山
」
は
、
牛
若
丸
の
修
行
や

天
狗
・
鞍
馬
天
狗
な
ど
で
有
名
だ
が
、

太
古
よ
り
大
地
の
力
に
満
ち
た
霊
山
で
、

六
百
五
十
万
年
前
に
「
諸
法
魔
王
尊
」

が
人
類
救
済
の
使
命
を
帯
び
て
、
金
星

か
ら
天
降
っ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
来
、
毘
沙
門
天
（
太
陽
）、
千
手
観

世
音
菩
薩
（
月
輪
）、
魔
王
尊
（
大
地
）

の
三
神
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
義
経
に

ま
つ
わ
る
旧
跡
や
大
杉
権
現
堂
な
ど
を

巡
り
、
木
の
根
道
を
歩
き
な
が
ら
、
下

界
の
貴
船
に
降
り
立
つ
。 

 

貴
船
神
社
に
お
参
り
。「
川
床
」
を
貴

船
川
沿
い
に
眺
め
な
が
ら
貴
船
口
へ
。 

 

そ
し
て
、
締
め
は
京
都
河
原
町
先
斗

町
の
と
あ
る
居
酒
屋
で
三
時
間
弱
。 

 

                   

本
部
第
二
十
八
回
ゴ
ル
フ
会 

 
 

 

平
成
十
九
年
十
月
五
日
（
金
） 

湘
单
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

歩
こ
う
会 

本
年
度
Ｏ
Ｂ
会
総
会
予
告 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 
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参
加
者
二
十
名 

渡
部
一
蔵
、
高
橋
義 

衛
、
坂
本
堅
一
、
菅
澤
武
彦
、
市
村
義

雄
、
西
林
公
助
、
久
保
秀
雄
、
篠
島
秀

明
、
平
野
博
之
、
亀
田
実
、
牧
原
稔
、

西
野
盛
雄
、
長
崎
光
男
、
中
野
雅
明
、 

後
藤
勤
、
佐
藤
勇
、
白
崎
勝
、
中
戸
川

敏
雄
、
長
嶺
英
則
、
小
宮
康
正 

 

天
気
も
良
く
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
も
と
、
二
十
名
の
参
加
で
、
久
し 

                

ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
、
歓
談
等
、
好
雰
囲

気
の
内
、
プ
レ
イ
、
懇
親
会
で
の
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、
無
事
終
了
し
た
。 

 

成
績
は
、
初
出
場
の
後
藤
さ
ん
が
予

想
以
上
に
頑
張
り
、
優
勝
を
飾
り
、
二

位
、
三
位
に
は
ロ
ー
ハ
ン
デ
ィ
の
久
保

さ
ん
、
篠
島
さ
ん
が
入
り
、
大
健
闘
だ

っ
た
。
次
回
は
、
来
年
五
月
八
日
も
し

く
は
十
五
日
、
湘
单
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
予
定
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
浜
支
部
第
二
十
九
回
ゴ
ル
フ
会 

 
 

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日
（
金
） 

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

参
加
者
二
十
一
名 

笹
原
榮
之
助
、
小

林
一
好
、
柴
田
弥
蔵
、
藤
田
稔
、
加
藤 

勲
、
野
田
和
久
、
森
川
栄
壽
、
西
沢
芳

朗
、
岩
根
信
次
、
武
田
了
久
、
北
村
柾

美
、
柴
田
清
廣
、
草
野
康
雄
、
尾
本
光

弘
、
中
村
民
夫
、
磯
田
智
、
辻
彦
太
郎
、

品
川
泰
之
、
井
沼
稔
、
鈴
木
健
治
、
野

村
勝
彦 

 

秋
晴
れ
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
も
と
、
二
十
一
名
の
参
加
を
得
て
、

彦
根
Ｃ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
。
会
長
挨
拶
、

初
参
加
者
の
紹
介
の
後
、
プ
レ
イ
開
始
。 

 
七
十
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー
テ
ィ
の
使

用
を
認
め
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
に
よ

る
競
技
と
し
た
。
狭
い
コ
ー
ス
と
ピ
ン

の
位
置
に
悩
ま
さ
れ
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に

苦
し
ん
だ
。
結
果
は
ベ
テ
ラ
ン
の
笹
原

榮
之
助
氏
が
優
勝
を
、
藤
田
稔
氏
が
ベ

ス
グ
ロ
を
獲
得
し
、
ベ
テ
ラ
ン
勢
の
元

気
さ
が
目
に
つ
い
た
大
会
で
あ
っ
た
。 

大
会
終
了
後
、
社
員
会
館
に
て
懇
親
会

と
表
彰
式
を
開
催
、
次
回
の
再
会
を 

期
し
て
散
会
と
し
た
。 

 

  
 

              

 
 

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。 

 

優 

勝 

笹
原
榮
之
助 

 

準
優
勝 

草
野
康
雄 

 

第
３
位 

中
村
民
夫 

 

ベ
ス
グ
ロ 

藤
田 

稔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
支
部
第
十
二
回
ゴ
ル
フ
会 

 
 

平
成
十
九
年
十
月
十
五
日
（
月
） 

宝
塚
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

参
加
者
十
二
名 

菅
澤
武
彦
（
ゲ
ス
ト
）、

雨
森
作
仁
、
宇
塚
正
、
岡
本
益
弘
、
小

森
喜
成
、
平
井
穣
、
古
川
千
佳
子
、
松

本
弘
、
单
野
彰
宏
、
山
口
滋
、
山
本
功
、

吉
田
康
子 

 

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
下
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
、
菅
澤
前
社
長
を
迎
え
て
十
二

名
が
集
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
十
一
月
十
七
日
に
結
婚
式

を
控
え
た
古
川
千
佳
子
嬢
の
結
婚
祝
も

兼
ね
て
お
り
、
七
十
歳
超
の
某
氏
は
同

嬢
に
花
を
持
た
せ
る
た
め
大
叩
き
、 

プ
ロ
に
就
い
て
猛
特
訓
の
吉
田
さ
ん
に 

も
負
け
る
始
末
。 

 

プ
レ
イ
終
了
後
、
十
三
の
居
酒
屋
で 

               

九
名
で
懇
親
会
を
開
催
、
そ
の
後
、
な 

お
六
名
が
、
北
新
地
に
座
を
移
し
、
心

行
く
ま
で
秋
の
夜
長
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り 

 

優 

勝 

雨
森
作
仁 

 

準
優
勝 

菅
澤
武
彦 

 

第
３
位 

松
本 

弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

第
七
回
千
葉
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
会 

 
 

平
成
十
九
年
十
月
十
七
日
（
水
） 

佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

参
加
者
九
名 

北
川
忠
澄
、
岩
田
幸
三
、 

安
田
久
雄
、
皆
川
典
夫
、
石
橋
正
康
、 

酒
井
正
昭
、
東
田
浩
作
、
山
崎
勲
、
西 

林
公
助 

 

当
日
は
、
う
す
曇
、
気
温
も
二
十
度

と
、
暑
く
も
な
く
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
な
れ
ど
、
ド
タ
キ
ャ
ン
な
ど
あ
り
、

幹
事
を
焦
ら
せ
た
。 

 

ゴ
ル
フ
場
は
、
京
成
佐
倉
駅
か
ら
徒

歩
十
分
の
丘
陵
コ
ー
ス
。
都
内
や
湘
单

方
面
か
ら
も
交
通
の
便
よ
く
、
四
回
目

で
も
あ
る
の
で
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
多

い
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
も
分
か
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
グ
リ
ー
ン
ま
わ
り
で

苦
労
し
、
高
麗
グ
リ
ー
ン
で
の
シ
ョ
ー

ト
パ
ッ
ト
に
手
こ
ず
り
、
な
か
な
か
ス

コ
ア
が
ま
と
ま
ら
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
、
初
参
加
の
酒
井
さ
ん
は

シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
強
く
、
パ
ー
二
箇

所
あ
り
優
勝
。
東
田
さ
ん
は
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
バ
ー
デ
イ
も
あ
り
、
ス
コ
ア

も
ま
と
ま
り
準
優
勝
。
べ
ス
グ
ロ
賞
の

安
田
さ
ん
が
３
位
。 

次
回
幹
事
は
酒
井
さ
ん
と
東
田
さ
ん
。 

 

当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り 

 

優 

勝 

酒
井 

正
昭 

 
準
優
勝 

東
田 

浩
作 

 
第
３
位
・
Ｂ
Ｇ 

安
田
久
雄 

                

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

 
 

第
二
十
回
撮
影
会 

秋
の
裏
磐
梯 

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日
～
十
一
月 

二
日 

参
加
者
六
名 

鶴
岡
英
雄
、
山
本 

猛
、
廣
江
昭
道
、
久
保
秀
雄
、
関
守
二
、

永
松
啓
至 

 

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０
は
、
秋

の
裏
磐
梯
撮
影
会
を
二
泊
三
日
で
行
っ

た
。
東
京
駅
八
重
洲
口
か
ら
バ
ス
で
、

十
二
時
三
十
分
頃
猫
魔
ホ
テ
ル
到
着
。 

 

こ
の
辺
り
は
紅
葉
真
っ
盛
り
と
い
う

感
じ
で
早
速
撮
影
開
始
。
天
候
は
快
晴

で
、
光
に
映
え
る
紅
葉
が
見
事
で
あ
る
。 

 

弥
六
沼
で
記
念
撮
影
。
次
い
で
大
沢

沼
、
曲
沢
沼
に
て
撮
影
。
紅
葉
が
静
か

な
水
面
に
映
し
出
さ
れ
見
事
な
景
観
で

あ
る
。
そ
の
後
、
桧
原
湖
畔
で
夕
景
撮

影
後
、
初
日
の
撮
影
は
終
了
。 

 

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル 
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ペ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
り
入
浴
、
夕
食
は

少
し
お
酒
も
入
り
、
明
日
の
早
朝
撮
影

の
英
気
を
養
う
。 

 

翌
朝
四
時
十
分
起
床
。
桧
原
湖
畔
に 

向
か
う
。
天
候
は
予
想
よ
り
良
く
、
一

瞬
の
朝
焼
け
に
撮
影
に
力
が
入
る
。
続

い
て
、
湖
畔
の
紅
葉
を
撮
影
後
朝
食
。 

 

少
し
休
憩
後
、
姫
沼
、
大
河
ド
ラ
マ 

「
風
林
火
山
」
に
出
て
く
る
達
沢
不
動 

の
滝
に
て
撮
影
す
る
。
十
四
時
過
ぎ
ま

で
撮
影
し
、
遅
い
昼
食
を
済
ま
せ
た
頃

か
ら
、
少
し
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、 

小
雨
模
様
と
な
る
。 

                

帰
路
、
曲
沢
沼
で
小
雨
に
濡
れ
る
紅

葉
を
撮
る
。
二
日
目
の
撮
影
終
了
。
ペ

ン
シ
ョ
ン
に
戻
り
入
浴
、
夕
食
後
早
目

に
就
寝
。 

 

最
終
日
も
四
時
十
分
起
床
。
桧
原
湖

畔
に
向
か
い
、
霧
に
煙
る
湖
畔
を
撮
影
。 

こ
の
後
、
細
野
峠
に
向
か
う
。
雨
の
後 

で
、
晩
秋
の
雰
囲
気
が
漂
う
古
道
の
落

ち
葉
の
絨
毯
と
、
木
々
の
名
残
の
黄
葉

の
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
絶
好
の
被
写

体
で
あ
る
。
撮
影
は
九
時
頃
終
了
し
た
。 

朝
食
を
済
ま
せ
、
休
憩
後
ペ
ン
シ
ョ 

ン
を
後
に
す
る
。
バ
ス
の
出
る
猫
魔
ホ

テ
ル
で
温
泉
に
入
り
、
軽
く
乾
杯
を
し
、

十
四
時
三
十
分
無
事
帰
路
に
着
い
た
。 

 

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
び
わ
こ 

 
 
 

 

第
二
回
撮
影
旅
行 

木
曽
駒
ケ
岳 

平
成
十
九
年
九
月
十
八
～
十
九
日 

参
加
者
六
名 

岩
井
文
雄
、
武
藤
幹

男
、
溝
口
厚
雄
、
福
原
良
一
、
清
水
茂

樹
、
石
丸
孝 

 

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
び
わ
こ
は
、
木
曽
駒

ケ
岳
付
近
で
の
大
自
然
を
テ
ー
マ
に
二

日
間
の
撮
影
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

初
日
の
撮
影
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の

主
峰
木
曽
駒
ケ
岳
の
懐
に
広
が
る
千
畳

敷
カ
ー
ル
と
高
山
植
物
。 

 

ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
ま
ず
は
駒
ヶ
岳

神
社
で
全
員
安
全
祈
願
を
行
っ
た
後
、 

本
日
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
乗
越
浄

土
に
向
か
う
。
千
畳
敷
カ
ー
ル
か
ら
、

宝
剣
岳
東
側
直
下
の
八
丁
坂
を
経
由
し

て
、
急
な
山
腹
を
登
り
、
目
的
の
場
所

に
た
ど
り
着
く
。
三
百
六
十
度
す
ば
ら

し
い
山
岳
展
望
だ
。
約
一
時
間
の
撮
影

後
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
下
山
す
る
。 

 

夕
食
後
、
夜
空
に
輝
く
星
の
光
跡
撮

影
だ
。
ま
ず
は
北
斗
七
星
を
目
安
に
北

極
星
探
し
。
な
か
な
か
そ
れ
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
暗
闇
に
も

目
が
慣
れ
て
き
て
、
長
時
間
露
出
の
「
バ

ル
ブ
撮
影
」
開
始
。 

 

二
日
目
は
、
四
時
三
十
分
に
暗
闇
の

中
を
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
っ
て
山
を

降
り
る
。
か
す
か
な
明
か
り
で
雲
海
が 

見
え
た
。
ス
バ
ラ
シ
イ
！
ま
だ
明
け
や

ら
ぬ
東
の
空
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
撮
影

開
始
。
よ
う
や
く
赤
み
が
さ
し
て
き
た
。

も
う
す
ぐ
日
の
出
だ
。
い
っ
せ
い
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。
雲
海
は
徐
々
に
赤

く
染
ま
っ
て
ゆ
く
。 

 

よ
う
や
く
一
段
落
。
今
度
は
朝
日
で

赤
く
染
ま
っ
た
反
対
側
の
千
畳
敷
カ
ー

ル
、
宝
剣
岳
の
撮
影
を
行
う
。
次
い
で

カ
ー
ル
内
の
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら

お
花
畑
の
主
役
た
ち
を
撮
影
。
紅
葉
に

は
時
期
的
に
早
く
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
真

紅
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
黄
金
色
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
次
回
に
期
待
し
た
い
。 

 

帰
り
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
の
下

山
に
始
ま
る
。
点
在
す
る
滝
の
す
ば
ら

し
さ
に
あ
ら
た
め
て
感
動
す
る
。
菅
の

台
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
後
、
す
ぐ

近
く
の
日
帰
り
温
泉
施
設
「
こ
ま
く
さ

の
湯
」
に
入
館
。
今
回
の
撮
影
旅
行
の

疲
れ
を
癒
す
。 

 

昼
食
は
地
元
で
も
っ
ぱ
ら
評
判
の
そ

ば
屋
が
近
く
に
あ
る
と
聞
き
、
早
速
直 

行
。
今
回
の
撮
影
旅
行
の
締
め
く
く
り 

と
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
思
い
思

い
の
感
想
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
こ

れ
か
ら
の
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
誓

い
あ
っ
た
。 

               

会
期 

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

（
火
）
～
三
月
二
日
（
日
） 

時
間 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

 

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
四
時
ま
で
） 

場
所 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示

室 

京
浜
東
北
線
関
内
駅
、
石
川
町
駅

よ
り
徒
歩
十
五
分
、
み
な
と
み
ら
い
線

日
本
大
通
り
駅
か
ら
徒
歩
五
分 

▽
会
員
の
状
況
（
十
二
月
末
日
現
在
） 

全
会
員
数
六
三
七
名
（
本
部
三
五
八
名 

長
浜
一
八
四
名 

大
阪
三
九
名 

名
古

屋
二
五
名 

九
州
三
一
名
） 

▽
訃
報 

饗
場 

 

敏
三
殿 

平
成
十
九
年
六
月 

 
 

十
二
日
逝
去 

藤
井 

芳
郎
殿 

平
成
十
九
年
七
月 

 
 

四
日
逝
去 

水
嶋 

 

晃 

殿 

平
成
十
九
年
七
月 

 
 

二
十
六
日
逝
去 

塙 
 

宏 

殿 

平
成
十
九
年
九
月
五
日 

 
 

逝
去 

工
藤 

 

勇 

殿 

平
成
十
九
年
十
月 

 
 

四
日
逝
去 

八
木 

富
央
殿 

平
成
十
九
年
十
一
月 

 
 

十
六
日
逝
去 

菊
間 

真
次
殿 

平
成
十
九
年
十
二
月 

 
 

十
一
日
逝
去 

梅
根 

研
一
殿 

平
成
十
九
年
十
二
月 

 

 
 

十
九
日
逝
去 

 
慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

                                       

 
 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

 

第
八
回 

 

 

Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
の
ご
案
内 
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